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後
藤
新
平
、
大
谷
光
瑞
と
の
出
会
い

王
　
　
　
　
　
鍵

わ
が
日
文
研
創
立
三
〇
周
年
を
迎
え
て
、
日
文
研
在
籍
時
期
で
の
楽
し
く
且
つ
有
意
義
な
日
々
を
あ
り
あ
り

と
思
い
浮
か
べ
て
い
る
。
私
に
は
日
文
研
の
あ
る
桂
坂
は
浮
き
世
を
離
れ
た
別
天
地
の
感
が
あ
り
、「
地
上
の

楽
園
・
世
外
桃
源
」
に
深
く
感
銘
す
る
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
鳥
が
さ
え
ず
り
花
が
香
る
真
夏
も
あ
り
、
所
内

各
所
で
紅
葉
が
見
ら
れ
る
晩
秋
も
あ
っ
た
。
歴
史
と
現
実
が
「
溶
け
合
う
」
所
で
あ
り
、
歴
史
人
物
と
わ
れ
わ

れ
現
代
人
が
「
出
会
う
」
所
で
も
あ
る
。
い
つ
も
忘
れ
が
た
い
懐
か
し
い
わ
が
日
文
研
で
あ
る
。

在
籍
中
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
後
藤
新
平
の
植
民
地
経
営
思
想

―
科
学
哲
学
史
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で

あ
っ
た
。
賢
者
た
る
劉
建
輝
教
授
よ
り
助
言
を
賜
り
、
台
湾
、
満
州
に
お
け
る
植
民
地
経
営
策
の
策
定
に
お
い

て
中
国
固
有
の
風
習
、
い
わ
ゆ
る
「
旧
慣
」
に
準
じ
て
植
民
地
統
治
策
を
策
定
し
た
後
藤
新
平
の
植
民
地
経
営

思
想
の
特
性
を
科
学
哲
学
史
の
立
場
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
官
僚
後
藤
新
平
と
民
間
人
大
谷
光
瑞
の
事
績
を
比

較
し
て
み
た
。
貴
重
史
料
に
富
ん
だ
日
文
研
図
書
館
で
空
間
を
越
え
て
多
く
の
日
本
の
歴
史
人
物
と
接
近
し
た

の
は
忘
れ
が
た
い
。

後
藤
新
平
は
ド
イ
ツ
留
学
後
、
内
務
省
衛
生
局
長
を
経
て
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
と
な
っ
た
。
後
藤
新
平
の

台
湾
経
営
の
理
念
は
「
生
物
学
的
植
民
地
論
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
慣
行
、
組
織
、
制
度
を
台
湾

に
適
応
す
る
よ
う
工
夫
し
な
が
ら
植
民
地
経
営
を
行
う
と
い
う
も
の
で
、
武
断
型
の
植
民
地
支
配
と
は
一
線
を

画
す
る
経
営
思
想
だ
っ
た
。「
旧
慣
」
に
見
合
う
よ
う
な
制
度
的
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
、
優
れ
た
台
湾
経
営
な
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ど
不
可
能
だ
と
い
う
思
想
の
持
ち
主
が
後
藤
新
平
だ
っ
た
。
彼
は
そ
の
思
想
を
〝
鯛
の
目
と
比
目
魚
の
目
〞
の

比
喩
で
語
り
、
後
藤
新
平
の
台
湾
開
発
は
日
本
の
「
開
発
学
」
の
原
点
で
も
あ
る
。

台
湾
社
会
の
実
状
を
深
く
把
握
し
た
後
藤
新
平
が
統
治
の
効
率
的
な
住
民
組
織
「
保
甲
制
」
を
警
察
補
佐
組

織
と
し
て
設
置
し
、
旧
慣
制
度
と
土
地
人
口
調
査
、
伝
染
病
予
防
、
縦
貫
鉄
道
（
道
路
）・
高
雄
基
隆
港
建
設

な
ど
の
「
台
湾
経
営
」
を
勢
い
込
ん
で
展
開
し
た
。
歴
史
に
は
断
続
性
と
一
貫
性
が
交
錯
し
て
い
る
。
後
藤
新

平
が
台
湾
統
治
初
期
に
試
み
た
事
業
で
収
め
た
成
果
は
、
元
台
湾
巡
撫
の
劉
銘
傳
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
未
完
に

終
わ
っ
て
い
た
土
地
・
人
口
調
査
事
業
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
だ
っ
た
。
劉
銘
傳
が
完
成
で
き
な
か
っ
た
土
地
調

査
事
業
を
後
藤
新
平
は
鉄
腕
を
振
る
っ
て
、
わ
ず
か
半
年
で
終
了
さ
せ
た
。
土
地
調
査
を
通
じ
て
全
島
の
耕
地

面
積
・
地
形
が
確
定
さ
れ
、
地
租
徴
収
の
基
盤
（
総
督
府
財
政
の
基
盤
も
）
が
整
え
ら
れ
た
。
後
に
林
野
調
査

事
業
を
実
施
し
、
全
島
の
山
林
地
帯
の
面
積
・
地
形
も
確
定
さ
れ
た
。
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
に
は
「
戸

籍
調
査
令
」
を
下
し
、
日
本
で
も
実
践
し
て
い
な
か
っ
た
近
代
的
「
人
口
調
査
」
を
行
っ
た
。
ほ
か
に
台
湾
銀

行
の
設
立
と
台
湾
貨
幣
の
統
一
に
従
い
、
台
湾
植
民
地
経
営
の
基
礎
は
急
速
に
整
え
ら
れ
た
。

後
藤
新
平
の
「
台
湾
経
営
」
の
特
徴
の
一
つ
は
、
優
れ
た
人
材
を
集
め
た
こ
と
に
あ
る
。
た
と
え
ば
京
都
帝

国
大
学
教
授
岡
松
参
太
郎
を
台
湾
総
督
府
臨
時
台
湾
旧
慣
調
査
会
部
長
に
招
聘
し
た
。
ま
だ
札
幌
農
学
校
で
教

鞭
を
執
っ
て
い
た
新
渡
戸
稲
造
を
糖
業
改
良
の
た
め
総
督
府
糖
務
局
長
に
招
聘
し
た
。『
武
士
道
』
を
書
き
上

げ
た
新
渡
戸
稲
造
は
、
後
藤
新
平
の
強
い
支
持
を
受
け
て
、
ハ
ワ
イ
か
ら
砂
糖
黍
を
導
入
し
品
種
改
良
を
加
え
、

さ
ら
に
搾
糖
の
技
術
を
革
新
し
て
台
湾
製
糖
業
の
近
代
化
を
進
め
た
。
ま
だ
総
督
府
技
師
で
あ
る
磯
永
吉
が
日

本
米
と
台
湾
米
の
交
雑
実
験
を
繰
り
返
し
、「
蓬
莱
米
」
と
い
う
品
質
で
も
単
収
で
も
当
時
の
東
ア
ジ
ア
に
お

け
る
画
期
的
な
新
品
種
を
開
発
し
た
。
同
じ
く
台
湾
総
督
府
技
師
の
八
田
興
一
も
台
湾
中
南
部
の
嘉
南
ダ
ム
を

一
〇
年
余
を
か
け
て
完
成
さ
せ
、
嘉
南
農
地
が
だ
い
ぶ
豊
穣
に
な
っ
た
。
台
湾
を
悩
ま
せ
て
き
た
「
熱
帯
疫
病
」
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も
後
藤
新
平
に
よ
り
予
防
接
種
が
義
務
化
さ
れ
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
上
下
水
道
が
敷
設
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
退
治
で
き
た
。
ま
だ
医
師
を
養
成
す
る
台
北
医
学
校
（
現
在
の
台
湾
大
学
医
学
院
）
が
創
設
さ
れ
た
。

日
露
戦
争
後
、
後
藤
新
平
は
「
満
州
経
営
梗
概
」
を
提
出
し
、
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
を
辞
め
、「
満
州
鉄

道
株
式
会
社
」
総
裁
と
な
る
。
後
藤
新
平
は
多
数
の
台
湾
経
験
者
（
た
と
え
ば
岡
松
参
太
郎
が
満
鉄
東
亜
経
済

調
査
局
長
を
兼
任
）
を
満
州
に
連
れ
て
、
旧
慣
調
査
の
理
念
、
方
法
を
同
地
に
持
ち
込
み
、
い
わ
ば
「
満
州
経

営
」
は
「
台
湾
経
営
」
の
延
長
線
に
あ
っ
た
。
結
果
、
満
鉄
は
鉄
道
経
営
に
と
ど
ま
ら
な
い
巨
大
総
合
コ
ン

ツ
ェ
ル
ン
と
な
っ
た
。
ま
と
め
る
と
、
後
藤
新
平
の
台
湾
お
よ
び
満
州
経
営
の
理
念
が
生
ん
だ
、
い
わ
ば
植
民

地
遺
産
を
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
両
面
に
捉
え
、
プ
ラ
ス
と
思
わ
れ
る
部
分
も
い
っ
た
ん
客
観
化
、
対
象
化
し
、

あ
く
ま
で
現
代
を
生
き
る
一
「
方
法
」
と
し
て
活
用
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
は
考
え
て
い
た
。

ほ
ぼ
同
時
期
、
大
谷
光
瑞
の
こ
と
も
興
味
深
く
調
査
し
た
。
大
谷
史
料
を
読
み
な
が
ら
彼
の
聖
域
で
も
あ
る

西
本
願
寺
に
十
数
回
も
訪
問
し
た
。
大
谷
光
瑞
（
一
八
七
六
〜
一
九
四
八
）
は
、
第
二
一
世
法
主
大
谷
光
尊

（
明
如
上
人
）
の
長
男
で
、
後
に
大
正
天
皇
の
皇
后
貞
明
皇
后
の
姉
九
条
籌
子
（
か
ず
こ
）
と
結
婚
し
た
。
京

都
本
願
寺
・
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
第
二
二
世
法
主
で
あ
り
、
宗
祖
・
親
鸞
の
法
灯
と
血
統
を
二
つ
な
が
ら
継
承

し
て
他
に
誰
も
代
わ
り
う
る
も
の
が
な
い
希
有
の
存
在
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
の
宗
教
的
権
威
を
活
用
し
、
台
湾

と
満
州
な
ど
諸
地
域
で
文
化
活
動
を
展
開
し
た
。

一
九
〇
四
年
満
州
で
展
開
し
た
日
露
戦
争
の
勃
発
と
と
も
に
、
大
谷
光
瑞
は
大
連
本
願
寺
（
関
東
別
院
）
を

創
設
し
た
。
柴
田
幹
夫
氏
の
『
大
谷
光
瑞
の
研
究
―
ア
ジ
ア
広
域
に
お
け
る
諸
活
動
―
』
に
よ
る
と
、
大
連
本

願
寺
（
関
東
別
院
）
の
創
設
、
発
展
に
は
、
二
つ
の
要
素
が
は
た
ら
い
た
。
一
つ
は
、
日
露
戦
争
に
際
し
て
の

従
軍
布
教
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
在
留
民
社
会
に
対
す
る
社
会
活
動
、
教
育
活
動
で
あ
る
。
大
連
本
願
寺
（
関

東
別
院
）
内
に
各
種
の
紳
士
会
、
婦
人
会
や
青
年
会
を
設
置
し
、
幼
稚
園
や
語
学
や
女
子
の
手
習
い
の
よ
う
な
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教
育
施
設
を
設
け
、
大
連
の
日
本
人
社
会
に
と
っ
て
、
中
心
的
な
機
能
を
果
た
し
た
。
す
な
わ
ち
宗
教
活
動
と

リ
ン
ク
さ
せ
た
社
会
活
動
・
教
育
活
動
に
特
色
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
大
連
関
東
別
院
の
不
断
な
き
発
展
に
繋

が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
、「
大
連
に
縁
が
あ
る
も
の
は
、
す
べ
て
満
鉄
と
も
縁
が
あ
る
」
と
い
わ
れ
、
本

願
寺
は
そ
の
満
鉄
の
大
株
主
で
も
あ
っ
た
。
大
谷
光
瑞
は
し
ば
し
ば
満
鉄
本
社
で
講
演
し
、
満
鉄
読
書
会
に
も

顔
を
出
し
、
学
生
を
満
鉄
の
農
業
試
験
場
な
ど
に
送
り
込
み
、
さ
ら
に
は
満
鉄
が
支
援
し
て
い
た
文
化
施
設
に

も
深
く
関
与
し
た
。
こ
う
し
て
大
谷
光
瑞
は
、
日
露
戦
争
後
、
大
連
関
東
別
院
の
創
建
に
よ
っ
て
邦
人
の
社
会

的
・
精
神
的
中
核
と
な
っ
た
う
え
、
満
鉄
を
介
し
高
い
社
会
的
ス
テ
イ
タ
ス
を
確
保
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

台
湾
と
の
関
わ
り
も
深
く
、
台
湾
を
「
我
が
帝
国
の
如
意
宝
珠
」
な
り
と
形
容
し
た
。
一
九
四
〇
（
昭
和

一
五
）
年
、
本
願
寺
「
飛
雲
閣
」
の
類
似
性
を
取
り
上
げ
て
台
湾
の
高
雄
に
「
逍
遙
園
」
と
い
う
農
地
の
拡
が

る
荘
園
を
作
っ
た
。「
逍
遙
園
」
で
学
生
向
け
の
講
義
室
、
食
堂
な
ど
も
完
備
さ
れ
て
、
大
谷
光
瑞
は
学
生
た

ち
を
率
い
、
自
給
自
足
と
い
う
集
団
農
業
に
従
事
し
た
。
そ
こ
で
彼
も
著
作
活
動
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
た
。

「
農
業
」
と
「
教
育
」
を
大
谷
光
瑞
が
最
も
重
視
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、「
満
鉄
」
の
関
連
も
あ
っ
た
「
大
谷

光
瑞
興
亜
計
画
」
や
「
欧
亜
連
絡
鉄
道
計
画
」
な
ど
も
模
索
し
て
い
た
。

総
括
す
る
と
、
後
藤
新
平
の
政
策
行
動
や
大
谷
光
瑞
の
民
間
行
為
か
ら
日
本
植
民
地
経
営
の
方
向
性
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
く
べ
き
か
の
模
索
が
読
み
取
れ
る
。
欧
米
諸
国
の
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
時
代
を
率
い
る

エ
リ
ー
ト
た
ち
の
暗
中
模
索
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
後
藤
新
平
が
台
湾
と
満
州
で
実
験
的
意
味
も
帯
び

て
大
規
模
な
旧
慣
調
査
と
施
策
を
断
行
し
た
が
、
今
や
彼
と
そ
の
主
観
的
な
意
図
と
は
無
関
係
に
実
に
厖
大
且

つ
貴
重
な
学
術
的
遺
産
が
残
さ
れ
た
。
後
藤
新
平
記
念
館
（
岩
手
県
奥
州
市
水
沢
）、
国
会
図
書
館
、
日
文
研
、

台
湾
文
献
館
、
台
湾
図
書
館
（
元
総
督
府
図
書
館
）、
中
国
吉
林
省
社
会
科
学
院
満
鉄
資
料
館
な
ど
に
後
藤
新

平
文
書
含
め
、
貴
重
史
料
が
数
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
日
本
、
米
国
、
中
国
大
陸
及
び
台
湾
学
界
に
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お
い
て
後
藤
新
平
研
究
（
満
鉄
研
究
、
日
本
統
治
時
代
台
湾
史
研
究
な
ど
）
が
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
て
い

る
。大

谷
光
瑞
は
仏
蹟
の
発
掘
を
念
頭
に
お
い
て
、
生
涯
の
使
命
と
す
る
西
域
探
検
、
調
査
活
動
を
何
回
も
続

け
、「
探
検
収
集
品
」
を
数
多
く
納
め
た
。
今
や
大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
中
国
・
旅
順
博
物
館
、
韓
国
国
立

中
央
博
物
館
、
東
京
国
立
博
物
館
、
龍
谷
大
学
な
ど
で
分
蔵
し
て
い
る
。
西
本
願
寺
別
府
別
院
内
に
大
谷
記
念

館
も
開
設
し
遺
品
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
。
特
に
旅
順
博
物
館
に
「
大
谷
探
検
収
集
品
宝
庫
」
に
は
、
大
谷
探

検
隊
の
第
三
次
探
検
が
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
で
発
掘
し
た
ミ
イ
ラ
な
ど
も
所
蔵
し
て
い
る
。
ま
だ
、
旅
順
博
物
館
も

満
鉄
物
産
陳
列
所
と
し
て
一
九
一
五
年
一
一
月
開
館
し
た
が
、
一
九
一
七
年
四
月
関
東
都
督
府
満
蒙
物
産
館
に

改
称
し
、
ま
た
一
九
三
四
年
一
二
月
旅
順
博
物
館
に
改
称
し
た
。
一
九
五
二
年
一
二
月
に
は
、
旅
順
歴
史
文
化

博
物
館
に
改
称
し
た
経
緯
も
あ
っ
た
。

日
文
研
の
お
か
げ
で
後
藤
新
平
と
大
谷
光
瑞
と
の
出
会
い
は
実
に
楽
し
く
、
二
人
に
魅
力
を
感
じ
た
。
今
の

わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
如
何
に
歴
史
人
物
が
残
さ
れ
る
文
化
遺
産
を
客
観
的
に
位
置
付
け
、
そ
れ
ら
を
学
問
的

に
活
用
し
て
初
め
て
社
会
科
学
研
究
を
進
め
ら
れ
る
と
思
う
。
い
ま
だ
に
「
科
学
的
政
治
家
」
と
称
さ
れ
る
後

藤
新
平
が
行
っ
た
の
は
、
植
民
地
経
営
す
る
た
め
の
「
科
学
的
行
為
」
し
か
な
い
（
広
重
徹
『
科
学
の
社
会

史
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
三
）
と
も
言
え
る
。
後
藤
新
平
と
大
谷
光
瑞
の
台
湾
活
動
と
満
州
活
動
が
今
の
時

代
に
と
っ
て
何
で
あ
っ
た
か
を
問
い
返
し
、
そ
し
て
社
会
科
学
研
究
者
の
立
場
で
そ
れ
を
客
観
的
に
位
置
付
け

る
必
要
が
あ
る
。
い
か
な
る
歴
史
に
も
「
欠
陥
と
遺
憾
」
を
残
す
の
は
普
通
で
あ
る
が
、「
未
来
と
希
望
」
を

見
出
す
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の
や
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
責
任
と
義
務
で
も
あ
る
。

終
わ
り
に
日
文
研
の
皆
様
及
び
劉
建
輝
教
授
へ
深
く
謝
意
を
申
し
上
げ
る
。

（
中
国
社
会
科
学
院
近
代
史
研
究
所
研
究
員
、
大
学
院
教
授
）


